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塾技 

 
チャレンジ！入試問題 

 

金属と水溶液    ～水溶液と気体～ 
 

問題 

（次のページにつづきがあります） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（櫻蔭中） 



 

 

 

問 1 水酸化ナトリウム水溶液に塩酸を混ぜ合わせると中和が起き，水と食塩ができる。このとき，塩酸がすべて中和

され，水酸化ナトリウム水溶液が余ると，BTB 液を加えた溶液はアルカリ性を示す青色となり，水酸化ナトリウ

ム水溶液がすべて中和され，塩酸が余ると，BTB 液を加えた溶液は酸性を示す黄色となる。よって，（1）は青色，

（2）は黄色があてはまる。 

 （1）青色，（2）黄色 

 

問 2 （C）と（D）はともに塩酸が余っているため，水を蒸発させると塩酸も蒸発し，中和によってできた食塩の粉末

のみ残る。中和された水酸化ナトリウム水溶液の量はともに 50cm3 なので，中和によってできた食塩の量も等し

い。よって，（3）には（C）の②と同じ 2.9g があてはまる。 

 2.9g 

 

問 3 （A）と（B）を比べると，塩酸の量が 20cm3 増えると，粉末は 0.4g 増えている。ここで，加える塩酸の量を（A）

から 20cm3 減らして 0cm3 にすると，残る粉末は，2.4－0.4 = 2.0〔g〕になると考えられる。よって，水酸化ナト

リウム水溶液 50cm3 には，2g の水酸化ナトリウムがとけていることがわかる。 

 2g 

 

問 4 問 3 より，水酸化ナトリウム水溶液 100cm3 には 4g の水酸化ナトリウムがとけていることになるので，      

より，求める濃度は， 

   

 3.8% 

 

問 5 （1），（2）とは別の色なので，完全中和が起き中性になり，BTB 溶液を加えると緑色になったと考えられる。完

全中和によってできた食塩の重さは 2.9g なので，塩酸の量が 0cm3 のときと比べて，2.9－2.0 = 0.9g の粉末が増え

たことになる。問 3 より，塩酸の量が 20cm3 増えると粉末は 0.4g 増え，0.9g は 0.4g の 倍なので，求める塩酸の

量は，     〔cm3〕とわかる。 

 45cm3 

 

問 6         より，鉄は塩酸にとけて水素が発生するが，水酸化ナトリウム水溶液にはとけないので，塩酸が

余っている（C）と（D）は，水素を出して鉄粉がとける。 

 （C），（D） 

 

問 7（a）塩酸は胃液にふくまれる。また，（ウ）は食塩で，食塩は汗などにふくまれる。 

 （イ），（ウ） 

（b）岩塩には海水にふくまれていた食塩が存在する。 

 （ウ） 

（c）せっけんは，水酸化ナトリウムと油からつくられる。そのため，「ぬるぬるする」「なめるとにがい」といっ

たあるアルカリ性の特ちょうをもつ。 

 （ア） 

（d）       より，アルミニウムは水酸化ナトリウム水溶液と塩酸の両方にとけて水素が発生する。 

 （ア），（イ） 

（e）               より，酸性雨の原因は，工場の排
はい

煙
えん

中の硫
い

黄
おう

酸化物や，自動車の排気ガス中

のちっ素酸化物である。 

 × 

  

解答 －チャレンジ！入試問題－ 

解答・解説 
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答 
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その他の環境問題 塾技100 


